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 美浦
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しょうがっこう

 みんなの約束
やくそく

 

令和８年４月 

【生活
せいかつ

のやくそく】 

１ ろう下
か

や階段
かいだん

は、走
はし

りません。階段は、中央階段を使いましょう。 

 

２ 教室
きょうしつ

では静
しず

かに過
す

ごし、ベランダには出
で

ません。 

 

３ 服装
ふくそう

 

（１）肩
かた

に髪
かみ

がかかるときは、しばりましょう。 

（２）健康面
けんこうめん

を考
かんが

えて、髪
かみ

を染
そ

めたりパーマをかけたりしません。 

（３）通学
つうがく

するときは、学校
がっこう

指定
してい

の黄色
きいろ

い帽子
ぼうし

をかぶりましょう。 

（４）外
そと

で遊
あそ

ぶときや清掃
せいそう

のときは、赤
あか

白
しろ

帽子
ぼうし

をかぶりましょう。 

（５）けがにつながる危険
きけん

があるので、アクセサリーなどはつけません。 

（６）上履き
う わ ば き

は白
しろ

を基本
きほん

とし、外
そと

履
ば

きは運動
うんどう

がしやすいくつにしましょう。 

（７）授 業 中
じゅぎょうちゅう

は外
そと

で着用
ちゃくよう

するコート、ジャンパー類
るい

は脱
ぬ

ぎます。 

   ・どうしても寒
さむ

い人
ひと

は、授業
じゅぎょう

担当
たんとう

の先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

   ・ひざかけを使用してもよいです。 

（８）周
まわ

りの音
おと

が聞
き

こえず危険
きけん

なため、耳
みみ

あては使
つか

いません。 

（９）登
とう

下校
げこう

時
じ

は、ネックウォーマーや短
みじか

いマフラーを使
つか

ってもよいです。 

 

 

４ 持
も

ち物
もの

 

（１）自分
じぶん

の持
も

ち物
もの

には、すべて名前
なまえ

を書
か

きましょう。貸
か

し借
か

りはしません。 

（２）学習
がくしゅう

では、鉛筆
えんぴつ

・赤
あか

青
あお

鉛筆
えんぴつ

を使
つか

いましょう。 

・５・６年生
ねんせい

は、赤
あか

青
あお

ボールペン・蛍光
けいこう

ペンを使用
しよう

してもよい。 

（３）学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のない物
もの

、危険
きけん

な物
もの

は持
も

ってこないようにしましょう。 

   ・シャープペンシル、ラメ入りのペン、遊
あそ

び道具
どうぐ

としては鉛筆
えんぴつ

・消
けし

しゴム・定規
じょうぎ

などを使
つか

わない。 

   ・カバンにつけるキーホルダーやお守
まも

りは、１つまでにしましょう。 

   ・筆記
ひっき

用具
ようぐ

入れ
い れ

には、バッジやキーホルダーなどをつけません。 

（４）その日
ひ

の宿題
しゅくだい

で必要
ひつよう

な物
もの

は、持
も

ち帰
かえ

りましょう。 

（５）カバンは、両手
りょうて

の空
あ

くものにしましょう（ランドセルやリュックサックなど）。荷物
にもつ

が多
おお

いときは、

手
て

さげカバンを使
つか

いましょう。 

（６）ケア用品（日
ひ

焼
や

け止
ど

め・薬用
やくよう

リップクリーム・薬用
やくよう

ハンドクリーム） 

・登
とう

下校
げこう

中
ちゅう

や授 業 中
じゅぎょうちゅう

は使
つか

わずに、休
やす

み時間
じかん

に教
きょう

室内
しつない

で使
つか

いましょう。 

・色
いろ

つき・香
かお

りつきのものは使
つか

いません。 

 

他の階段は、特別の指示があ

ったときは使ってもよいです。 



（７）ネッククーラー 

・登
と う

下校
げ こ う

中
ちゅう

は、ネッククーラーを着
つ

けてもいいです。 

 ・授業中
じゅぎょうちゅう

や休
やす

み時
じ

間
かん

は、使
つか

いません。 

（着
つ

けたまま転
ころ

んだり、何
なに

かに引
ひ

っかかったりすると、けがにつながるため。エアコンがついてい

るため。） 

（８）カイロについて 

   ・授 業 中
じゅぎょうちゅう

や休
やす

み時間
じかん

など、ポケットから出
だ

しません。 

   ・使
つか

い終
お

わったカイロは、家庭
かてい

に持
も

ち帰
かえ

りましょう。 

 

【登
とう

下校
げこう

のやくそく】 

１ ８：10からの朝
あさ

の会
かい

に間
ま

に合
あ

うよう準備
じゅんび

を終
お

え、着席
ちゃくせき

しましょう。 

２ バスの中
なか

では、安全
あんぜん

のために落
お

ち着
つ

いて静
しず

かに過
す

ごしましょう。 

（１）さわいだり、立
た

ち上
あ

がったりすると危
き

険
けん

です。乗
じょう

車
しゃ

中
ちゅう

はシートベルトを着
つ

けて、停
てい

車
しゃ

してから立
た

ち上
あ

がりましょう。 

（２）宿
しゅく

題
だい

はしません（バスが汚
よご

れたり、筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

をなくしたりするため）。 

３ 決
き

められた方法
ほうほう

で、寄
よ

り道
みち

をせずに登
とう

下校
げこう

しましょう。 

４ 教室
きょうしつ

を出
で

たら、忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに戻
もど

れません。教
きょう

室
しつ

を出
で

る前
まえ

に、荷
に

物
もつ

をよく確
かく

認
にん

しましょう。 

 

【休
やす

み時間
じかん

のやくそく】 

１ トイレ 

（１）遊
あそ

ぶ前に、トイレを済
す

ませ、次
つぎ

の授
じゅ

業
ぎょう

の準
じゅん

備
び

をしましょう。 

（２）トイレの中
なか

ではおしゃべりをしたり、遊
あそ

んだりしません。すぐに出
で

ましょう。 

（３）汚
よご

したり、物
もの

をこわしたりしてしまったときは、先
せん

生
せい

に言
い

いましょう。 

 

２ 校庭
こうてい

での遊
あそ

び 

（１）危険
きけん

な遊
あそ

びはしません。 

例）・石
いし

投
な

げ ・木登
きのぼ

り ・高
たか

いところで立
た

ち上
あ

がる ・高いところから飛
と

びおりる 

（２）使用
しよう

した用具
ようぐ

は必
かな

ずもとの場所
ばしょ

にもどしましょう。 

（３）花
か

だんや植木
うえき

ばち、プランターの近
ちか

くでは遊
あそ

びません。 

（４）フェンスの近
ちか

くで、ボール遊
あそ

びは禁止
きんし

です。フェンスの外
そと

に出
で

たり、フェンスに登
のぼ

ったりしません。 

（５）遊具
ゆうぐ

はやくそくを守
まも

って使
つか

いましょう。 

   ・ブランコをこいでいる人
ひと

の近
ちか

くに行
い

きません。立
た

ちのり、くつとばしはしません。  

・すべり台
だい

は頭
あたま

からすべりません。 

・遊具
ゆうぐ

を使って、おにごっこや追
お

いかけっこをしません。 

（６）遊
あそ

んでよいエリアを守
まも

りましょう（詳
くわ

しくは各
かく

教
きょう

室
しつ

の掲
けい

示
じ

を見
み

てください）。 



   ・白
しろ

い砂
すな

の上
うえ

 ・遊
ゆう

具
ぐ

エリア ・野
や

球
きゅう

場
じょう

（マウンドやネットには乗
の

りません） 

   ※下
した

が砂
すな

ではない場
ば

所
しょ

（ガレリア、校
こう

舎
しゃ

前
まえ

の通
つう

路
ろ

など）では遊
あそ

びません。 

 

３ 室内
しつない

での過ごし方 

（１）特別
とくべつ

教室
きょうしつ

（イングリッシュルーム、音楽室
おんがくしつ

、理科室
り か し つ

など）には勝手
かって

に入
はい

りません。用事
ようじ

があるとき

は、先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

（２）自分
じぶん

の学級
がっきゅう

ではない教室
きょうしつ

や、自分
じぶん

の学年
がくねん

以外
いがい

のフロアに入
はい

ってはいけません。用事
ようじ

があるとき

は、担任
たんにん

の先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

（３）ろう下
か

、階段
かいだん

、トイレ、交流
こうりゅう

スペース（ステージ）での遊
あそ

びは禁止
きんし

です。 

（４）静
しず

かに、落
お

ち着
つ

いて生
せい

活
かつ

しましょう。追
お

いかけっこをしたり、高
たか

いところに登
のぼ

ったりするとあぶな

いです。 

（５）タブレット PCは使
つか

いません。どうしても使
つか

う必
ひつ

要
よう

があるときは、担任
たんにん

の先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

 

【体育
たいいく

のやくそく】 

１ 服装
ふくそう

 

（１）学校
がっこう

指定
してい

の体育
たいいく

着
ぎ

を着用
ちゃくよう

し、赤
あか

白
しろ

帽子
ぼうし

をきちんとかぶりましょう。 

（あごひもをきちんとつけます。） 

（２）ひざにかかるような長
なが

いくつ下
した

は、はきません（折
お

ってはくことは○）。 

   くるぶしのかくれるくつ下
した

をはきましょう。 

（３）運動
うんどう

に適
てき

したくつをはきましょう。 

（４）体育
たいいく

着
ぎ

のすそはズボンの中に入れましょう。 

（気温
きおん

が高
たか

いときは、熱 中 症
ねっちゅうしょう

予防
よぼう

のため、体育
たいいく

の授 業 中
じゅぎょうちゅう

は入
い

れなくても○。） 

   下
した

にTシャツなどを着
き

るときは、外
そと

から見
み

えないようにしましょう。 

（５）体育
たいいく

着
ぎ

には、自分
じぶん

の物
もの

だと分
わ

かる印
しるし

を必
かなら

ず書
か

きましょう。 

（６）寒
さむ

い日
ひ

は、体操
たいそう

着
ぎ

の長袖
ながそで

・長
なが

ズボンを着用
ちゃくよう

しましょう。 

（それでも寒
さむ

いときは、体操
たいそう

着
ぎ

の下
した

にアンダーシャツ・アンダースパッツの着用
ちゃくよう

○。色
いろ

は白
しろ

や黒
くろ

や

紺色
こんいろ

などとし、派手
は で

なものは着
き

ません。） 

 

 

 

 


